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藤井了貞と仏教社会福祉
Ryotei Fujii and Buddhist Social Welfare
辰 己 隆 ＊
Abstract
Ryotei Fujii (1912〜1988) (hereafter referred to as Fujii) was chief priest at the Jodo Shinshu
Honganji Sect Mt. Kujo Keitoku temple, the chairman of the board of the Keitoku social welfare
corporation, a junior college professor at Ryukoku University, and the chairman of education in Ibaraki.
Fujiiwas a person of religion, a socialwelfareworker, an academic and researcher of education, and he
was a person of great talent in educational administration. This paper analyses and explores the
relationships among the board of theKeitoku socialwelfare corporation, which served as the beginning
of Fujiiʼs profession in social welfare, his achievements there as president, and the temple, which was
the placewhere his Buddhist socialwelfare projects originated. The missions thatwere required of the
social welfare corporation's executives and officers will also be discussed.
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はじめに
藤井了貞（ふじいりょうてい1912〜1988）（以下、
藤井と称す）は、浄土真宗本願寺派久定山慶徳寺住
職、社会福祉法人慶徳会理事長、龍谷大学短期大学
部教授 学部長、茨木市教育委員長であった。つま
り、宗教家で、社会福祉事業家で、教育・研究者の
学究者で、なお且つ地元の教育行政手腕者であっ
た。
筆者は、藤井が、非常勤講師として「社会福祉施
設管理論」を教授していた頃の学生であり、その後、
ご縁があって、この社会福祉法人慶徳会に従事する
事ができ、児童養護施設に14年間、軽費老人ホーム
に年間、計16年間、社会福祉実践の場を勉強させ
て頂き、児童養護施設での最初の年間を理事長と
して、往生されるまで帰依させて頂いた。
後年、藤井は、勲五等双光旭日章の叙勲を受けた
際の新聞取材で、「一隅を照らす足跡を残せたら、
と宗教家として当然の事をしてきただけです。」と
言葉少なに、毅然として記者に語っていたそうであ
る1)。
筆者は、ここに、宗教家として、また社会福祉事
業家としてのMission（ミッション）が、藤井には
あると考察した。つまり、「使命」である。何の為
に、宗教家として伝道教化活動をしながら、社会福
祉事業を運営・経営しているのかが、明確に備わっ
ているのではないかと。
今日、わが国では、福祉サービスの供給体制の整
備及び充実を図る為、社会福祉法人制度について経
営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明性の向
上等が叫ばれ、2017（平成29）年月日施行に向
けて、社会福祉法人改革をめぐる経営組織の検討が
なされている。
特に、社会福祉法人制度見直しに至る経過、背景
等が検討され、その具体的な背景として、法人を主
体とした社会福祉法人経営が求められる時代を迎え
ている。根底には、福祉諸制度が存在しなかった時
代に、私財を投じて慈善救済に取り組んだ先人たち
の志、その志を受け継ぎ、それぞれの法人を創設し
た人たちの思いや理念をおかねばならず、今一度、
社会福祉法人関係者はそれらに思いを寄せ、再確認
しなければならないとしている2)。
先述した社会福祉への Mission（ミッション）の
必要性の再確認であり、まさしく「使命」ではないか。
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今回、筆者は、自分自身の社会福祉専門職として
の原点となった社会福祉法人慶徳会、その理事長で
あった藤井了貞の功績と、寺院を発祥の地とした仏
教社会福祉事業との関連性について整理し、研究・
論述していきたい。さらに、社会福祉法人の経営者
及 び 役 員 に 必 要 な Mission（使 命、ウ リ）と
Management（運営・経営）についても言及したい。
 藤井了貞の功績について
() 略歴
藤井了貞 1912(明治45)年
月29日出生
1988(昭和63)年	月24日往生
1933(昭和)年
月 龍谷大学専門部卒業
1938(昭和13)年
月 龍谷大学真宗学科卒業
1938(昭和13)年月 京都刑務所中京区刑務支所教
務主任をへて豊多摩、大阪、
神戸など刑務所、拘置所の教
誨師、教務課長を歴任
(〜1947(昭和22)年	月)
1947(昭和22)年月 関西学院大学心理学科聴講
1948(昭和23)年月 大阪府立十三児童相談所鑑別
員(〜同10月)
1948(昭和23)年11月 慶徳寺母子寮長
1949(昭和24)年月 大阪社会事業学校研究科卒業
1949(昭和24)年11月 大阪社会事業学校講師
1952(昭和27)年	月 社会福祉法人慶徳寺善隣館常
務理事
1955(昭和30)年月 浪速短期大学講師
1959(昭和34)年月 華頂短期大学講師
1962(昭和37)年
月 中央児童福祉審議会委員
(〜1966(昭和41)年
月)
1962(昭和37)年月 龍谷大学短期大学部講師
1966(昭和41)年月 龍谷大学短期大学部助教授
1966(昭和41)年月 大阪社会事業経営協会副会長
(〜1982(昭和57)年月)
1967(昭和42)年月 茨木市教育委員、教育委員長
を歴任
(〜1982(昭和57)年12月)
1968(昭和43)年月 龍谷大学短期大学部教授
1968(昭和43)年12月 龍谷大学短期大学部部長
1977(昭和52)年月 社会福祉法人慶徳会理事長
初代理事長藤井教恵往生によ
り、代目理事長となる
1978(昭和53)年
月 龍谷大学短期大学部教授退任
以上、社会福祉事業、教育・研究、地元への教育
貢献を中心に主な履歴を羅列した3)。加えて、久定
山慶徳寺第16世住職としての伝道教化活動は、言う
までもない。藤井は、一貫して、宗教家で、社会福
祉事業家で、教育・研究者の学究者でもあり、なお
且つ地元の教育行政手腕者であったという事が窺え
た。
()社会福祉の労務管理を確立
藤井の社会福祉事業における功績の第一は、社会
福祉施設における労務管理を確立し、その近代化を
図った事である。
藤井は、大阪社会事業経営協会の委員として、
1960(昭和35)年に全国の養護施設の中から108施設
を選び、民間社会福祉施設に働く職員の労働条件実
態調査を実施し、これを基本にして、賃金、労働時
間、安全衛生など広範な労務諸制度を総合的にとり
まとめ、近代的な『民間施設経営論Ⅰ 労務管理』
を大阪社会事業経営協会共同研究から発表・発刊し
た。
この調査研究結果から、当時の労働基準法第条
の号別適用解釈について疑義が生じたので、1960
(昭和35)年10月に、大阪社会事業経営協会会長名
で、厚生省にその明示方を質問した。その結果、
1961(昭和36)年
月に、労働省から基発第185号の
通牒をもって第13号該当の回答を得た。これによっ
て「社会福祉施設職員の就業規則」の準則を作成す
る事ができ、その後の労務管理に大きな役割を果た
した。
例えば、実働時間と休憩時間について資料の通
り、1960(昭和30)年代の養護施設職員のとても過酷
な勤務状況が窺い知る事ができる4)。
その後、全国社会福祉協議会主催の研修会講師に
なるなど、労務管理や就業規則準則の解説にあた
り、一方で、大学教員として社会福祉施設経営管理
論を教授し、後進の指導にあたった。また、これら
の功績により、厚生大臣の諮問機関である中央児童
福祉審議会の委員として、わが国の社会福祉発展に
も大きく寄与した。
藤井は、社会福祉施設の実態から、その体質が非
常に古く、時代に立ち遅れている事を痛感し、大阪
府社会福祉協議会内に「社会福祉施設近代化委員
会」を創設した。
後に、「近代化研究」と改称され、その企画とし
教育学論究 第号 2 0 1 6
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て業種別ハンドブックや研究誌『近代化研究』刊行
に尽力した。なかでも号から就業規則についての
実務的な手引きと解説を連載し、先の「労務管理」
とともに社会福祉施設の近代化促進に大きく貢献し
た。
そして、この研究誌『近代化研究』資料は、
1972(昭和47)年に「毎日社会福祉顕彰5)」を受賞し
た6)。その時、藤井は、「社会福祉の歴史において
最も古い大阪で、最も新しい事をやったとほめら
れ、いい励みになりました。」と感慨深く感想を述
べていたと言われている7)。
 社会福祉法人慶徳会について
(）藤井了貞と社会福祉法人慶徳会
大阪府茨木市にある社会福祉法人慶徳会は、浄土
真宗本願寺派久定山慶徳寺を母体として発祥してい
藤井了貞と仏教社会福祉
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資料
出所：大阪社会事業経営協会編 1960『民間施設経営論Ⅰ 労務管理』日本生命済世会P. 46より
1957（昭和32）年月の全国養護施設実態調査である。
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る。慶徳寺の前身は、遠く白鳳年（約1350年前）
天武天皇の第五皇子穂積親王が開基された真言宗穂
積寺に始まっている。その後、享禄年中（約500年
前）室町時代に本願寺の蓮如法主の直弟子慶春が、
この地、現大阪府茨木市中穂積に浄土真宗本願寺派
久定山慶徳寺を創設し第世住職となっている8)。
次に、第13世住職藤井常観は、北嶺に学び嘉永
年に慶徳寺内の茶所を学寮として全国より集まった
学生に宗学を教授していた9)。そして、第15世住職
藤井教恵が、伝道教化活動に尽くすかたわら静野坊
守の協力を得て地域の人々とのふれあいを深め共に
如来の恩愛に抱かれた人間的共感を味わいながら、
地域の人々や門信徒の方々の為に心の豊かな日暮し
を願って農繁期託児所を創設し、第16世住職藤井了
貞が引き継いだのである。
これが、社会福祉法人慶徳会の始まりである。
以下、藤井が往生する1988(昭和63)年	月24日まで
について、歴史的経過を社会福祉施設の設置と共に
見ていきたい10)。
・1931(昭和)年.6.1 農繁期託児所創設
1942(昭和17)年.6.1 上野併設
1943(昭和18)年.6.1 郡併設
・1932(昭和)年.1.8〜1958(昭和33)年.6.6
常設保育所開設
1957(昭和32)年.2.24 本堂消失により廃止
・1933(昭和)年.4.1〜1935(昭和10)年.12.10
母子健康相談所併設
地元助産婦組合の申し出により廃止
・1944(昭和19)年.4.1〜1948(昭和23)年.6.10
授産場併設
子供の家事業開始により廃止
・1945(昭和20)年.3.1〜1954(昭和29)年.10
母子寮開設
1952(昭和27)年.6.1 更生施設
1954(昭和29)年.4.1 宿泊提供施設
・1947(昭和22)年.11.18
財団法人慶徳寺善隣館設立認可
・1948(昭和23)年.3.15
子供の家事業開始 授産場改造
・1952(昭和27)年.5.22
社会福祉法人慶徳寺善隣館への組織変更認可
・1954(昭和29)年.10.15 養老院開設 母子寮改造
・1958(昭和33)年.5.1 有料老人ホーム春菊荘事業
開始
・1963(昭和38)年.8.1 養護老人ホーム開設、茨木
老人ホーム診療所併設
・1970(昭和45)年.5.1 養護老人ホーム新館創設
・1974(昭和49)年.1.1 常観堂事業開始
・1974(昭和49)年.4.29 定款の一部変更により社
会福祉法人慶徳会に名称変更
・1978(昭和53)年.9.9 養育センター事業開始
・1979(昭和54)年.6.10
軽費老人ホーム真華苑事業開始
・1979(昭和54)年.8.31 慶徳会職員寮開設
・1980(昭和55)年.4.10
慶昌堂(パコダ)並びに顕彰碑建立
・1980(昭和55)年.9.23 慶徳寺本堂再建
・1982(昭和57)年.3.31 子供の家新築移転
・1982(昭和57)年.12.1
デイ・サービスセンター静華苑事業開始
・1986(昭和61)年.5.1
特別養護老人ホーム春菊苑事業開始
・1988(昭和63)年.5.24
社会福祉法人慶徳会代目理事長 藤井了貞往生
（）藤井了貞と社会福祉事業
藤井了貞と社会福祉法人慶徳会の社会福祉事業に
ついて述べていく。
まずは、最初の創設である農繁期の託児所であ
る。当時の春日村、中穂積周辺は純農村地区であっ
た関係上、春秋二期に田植えが始まると、慶徳寺本
堂並びに境内で保育を始めたと言われている11)。
藤井は「昭和年に農繁期託児所を創められて…
略…自然に集まってくる子供たちと遊んでおられた
のです。春秋二期の農繁期にも勿論大勢の子供たち
が集まってきたのですが、たまたまお参りの帰りの
田圃の畦道に“フゴ”「フゴ」って知っていますか、
御飯が冷めないようにお櫃のまま入れておく、わら
であんだ大きな入れ物ですが、それに赤ちゃんを入
れて田植えしておられる姿を見て、これではいかん
と、農繁期託児所を開設し、広く呼びかけ、多くの
方々にご利用頂く事になりました。」と。引き続き、
「秋の収穫が済んで冬になり、正月に入ると、寺へ
来る人毎に “家の腕白小僧を預かって欲しい” と言
われ、話が急速に進んで、1月日より常設の保育
所として発足しました。」と述べている12)。
次に、併設した母子健康相談所は、幸いにも当時
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の朝日新聞社会事業団の厚意により、保健婦の常勤
を得て、貧困家庭を訪問し、妊産婦の助産、乳幼児
の健康相談を行うほか、母子講座を開いている。さ
らに、未熟児の助産に貢献し、この種の相談事業活
動が期待されたが、地元助産婦組合の申し出により
廃止のやむなきに至っている。
この事は、健康相談所や保健婦の家庭訪問等が、
この時代に実施された事は注目に値する所であり、
病気の早期発見に役立ち、その業績は高く評価さ
れ、文献的にも中部社会事業短期大学編の『輝く奉
仕者』に掲載されている。
その後、授産場を併設している。これは、敗戦直
後の混乱期を迎え、地域ニーズの広がりに応える為
に、母親たちに授産場を設けた。織物工場の払い下
げを受け事業開始したが、昭和23年の子供の家事業
開始に伴い廃止となっている。
また、母子寮開設については、敗戦後の悲惨な時
代に、戦火の中に家を失い家庭をなくした浮浪母子
の為に、事業を開始した。但し、児童福祉法による
母子寮とは在寮者の実情により法的な取り扱いは、
別にしていた。
その経過については、昭和20年児童福祉法による
母子寮として事業を開始したが、在寮者は全員大阪
市立梅田厚生館より委託を受けた浮浪母子で、要保
護者として生活指導並びに就職の斡旋を必要とする
事から昭和27年より生活保護法による更生施設に種
別変更となっている。さらに、大阪府の斡旋によ
り、府営第二種住宅の建設が進み、優先して入居で
きる事になったので、その間の暫定措置として、さ
らに昭和29年より、生活保護法による宿泊提供施設
に種別変更となった。
次に、養護施設子供の家である。戦災孤児、浮浪
児の増加を見て、この対策に国民の関心が高まりつ
つある時、たまたま母子寮の母親の病死により孤児
が発生するにおよび、授産場の一部を改造して事業
を開始した。
昭和23年、児童福祉法による養護施設の認可を受
けている。その後、昭和33年にお年玉つき年賀はが
き寄付金により子供の家を新築し、昭和45年には、
万国博覧会迷子センター付設一時預かり施設、昭和
53年に在宅重度障害児緊急一時預かり施設養育セン
ターを付設、昭和57年に、新築移転した。
老人福祉の分野では、昭和29年、先述した宿泊提
供施設の母子家庭が全員更生して府営第二種住宅に
退寮したので地域のニーズに応えて、当時の生活保
護法による養老院の事業を開始している。
昭和38年には、老人福祉法制定に伴い、養老院の
名称が養護老人ホームに変更となった。その後、昭
和38年には診療所を併設し、昭和33年に有料老人
ホーム春菊荘本館開設、昭和37年に春菊荘別館開
設、昭和44年、45年に養護老人ホーム光華苑新館を
開設し、昭和54年には、軽費老人ホーム真華苑を開
設した。さらに、昭和57年には、虚弱老人通所介護
サービス施設事業として、茨木市デイ・サービスセ
ンター静華苑を開設し、昭和61年特別養護老人ホー
ム春菊苑を開設した。
以上、慶徳寺を母体として始まった社会福祉法人
慶徳会の社会福祉施設の歴史について、藤井が関与
していた時代を中心に述べてきた13)。また、その根
底にある仏教社会福祉の精神に委ねられ、建立され
た常観堂は、昭和49年に落成された。その所以は、
農繁期託児所の園児が使用した保育室兼食堂、それ
は、慶徳寺第13世住職藤井常観和上が、学寮として
全国より集まった学生に宗学を教授していた所なの
である。その常観和上の業績を讃えて、記念する為
に、社会福祉センターとして建立され、現在でも高
齢者や子ども達の様々な行事の場所、地域との交流
の場として多目的に使用されている。
これらの事を総合的に、藤井は、「慶徳会は地域
福祉の場の提供から始められたのがその礎であり、
その後次第に施設福祉へと移行して今日に及んでい
ます。」と明確に述べている14)。
現在では、その施設福祉から、その原点である地
域福祉支援へと、再び地域社会への社会福祉貢献へ
と繋がっている姿がある。
 仏教社会福祉について
（）仏教福祉と仏教社会福祉
仏教社会福祉辞典によると、仏教福祉（Buddhist
welfare）は、仏教と福祉の関わり、または仏教慈
善（事業）、さらに仏教による福祉（理念・事業・
歴史・制度）を目指す包括的概念である。
それに対し、仏教社会福祉（Buddhist social
welfare）は、歴史と社会に規定された社会福祉問
題に対応する民間社会福祉事業として、仏教はどの
ように関わっているかを考えると同時に、仏教精神
（理念・価値）を主体的契機として、現実的・具体
的なソーシャルワーク実践の可能性と固有性を追及
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する事である。
前者は慈善・善意・親切・世話・奉仕による諸行
為や諸活動を心情的・利他的行為として美徳化した
結果、むしろ理念的概念として扱われ、いつの時代
でもどこの社会でも仏教のあるところには常に福祉
があるかのような錯覚を与えたのである。
それに対し、後者は社会問題としての社会的障害
問題への対応策を明らかにする実体概念である。す
なわち、社会問題の本質的把握を前提にして、法律
によってなされる社会福祉事業を超えて、客観的に
存在する地域の実態に即した社会福祉実践の直接的
または間接的援助のプログラム化と、自発的なサー
ビスの提供が仏教社会福祉を特徴づけるとされてい
る15)。
藤井の功績と慶徳寺を母体として始まった社会福
祉法人慶徳会の実践から考察してみると、藤井の実
践は、前者の仏教福祉ではなく、明らかに後者の仏
教社会福祉であるという事が考究できた。
（）寺院を母体とした仏教社会福祉
中垣昌美16)は、「寺院と社会福祉活動」の中で、
寺院と仏教慈善事業・活動の歴史は古い。また寺院
と社会（福祉）事業といえば、社会福祉の国家責任
の原則に貫かれて、国との契約事項としての委託事
業を受託するという形態の社会福祉施設サービスを
根幹とするものである。寺院における社会福祉施設
の設置は、宗門の社会福祉施策として推選されたも
のではなく、地方寺院の住職や寺族の発意と情熱に
よるものであるとしている17)。
ここでも、藤井の功績と社会福祉法人慶徳会の歴
史との関連性について照らし合わせてみる。
慶徳寺本堂並びに境内で保育を始めたと言われて
いる農繁期託児所を開設して以来、仏教社会福祉の
仏教精神を忘れず、様々な社会福祉施設を開設し、
その時代の社会福祉ニーズに対応した社会福祉法人
運営・経営を実践してきた事実は、寺院を母体とし
た仏教社会福祉であると言える。慶徳寺住職であ
り、社会福祉法人慶徳会理事長であった藤井の発意
と情熱には敬服する。
そして、この根底には、仏教社会福祉の仏教精神
（理念・価値）が、当たり前の如く自然に、藤井には、
備わっていたと考究できた。
 藤井了貞から学んだもの
（）MissionとManagementの必要性
Mission とは、宣教師の伝道事業や軍の特殊任務
の意味がある。要約すると、「使命」になる。社会
福祉法人の理事等役員、施設長には、この「使命」
感が備わっていなければならない。何の為に、社会
福祉法人の理事等役員、施設長になっているのかを
再確認する必要がある。そして、最近マーケッティ
ングの世界では、Mission をウリと解釈し、例えば、
「わが社のMissionは、地球に優しい事である。」と
いうウリを前面に出してきている企業が多くなって
きている。
社会福祉法人も、それぞれ特徴、特色を持ってい
る。それを理事等役員、施設長がよい意味での
Mission（ウリ）として、広く社会化、情報化して
いく事が必要であろう。
次に、Management である。運営・経営者であ
る社会福祉法人の理事等役員、施設長には、当然の
条件である。今更ではあるが、改めて社会福祉法人
の理事等役員、施設長にManagement（運営・能力）
が備わっているかを問いたい。
例えば、保育所で、保育時間が短い、保護者に信
頼がない、子育て支援をしない、すぐに行政の責任
にする、保育者の資質が低い、所長に経営能力がな
いなどの課題がある保育所は、危機的な運営・経営
状況に陥るであろう。
筆者は、以前から、社会福祉法人の理事等役員、
施設長である為には、このＭ、つまりMission（使
命、ウリ）と Management（運営・経営）が必要
であると訴えている18)。
その理由として、藤井の宗教家として、また社会
福祉事業家としての、「一隅を照らす」という使命
を、実際に見てきた。つまり、Mission（ミッショ
ン）である。何の為に、宗教家として伝道教化活動
をしながら、社会福祉事業を運営しているのかであ
る。
次に、藤井の社会福祉事業における功績である。
特に、社会福祉施設における労務管理を確立し、そ
の近代化を図った事は、明白である。また、藤井は、
個人で所有していた賃貸マンションを、没後、社会
福祉法人慶徳会に遺言として寄付している。法人と
して、この収益事業が、どれ程、有益であるかは、
言うまでもない。まさしく、Management（運営・
教育学論究 第号 2 0 1 6
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経営）に繋がってくる。
以上、このつは、筆者が藤井から、目で見て、
肌で感じ、学んだ事である。
（）フジイイズムとは
筆者が、社会福祉法人慶徳会子供の家に児童指導
員として従事していた1985(昭和60)年、大阪府児童
養護施設中学野球大会で優勝した。筆者は、監督と
して子ども達と毎日練習し、
年がかりでの優勝で
あった。児童定員45名の小規模な児童養護施設が優
勝する事はとても困難であり。例年、児童定員が
100名を超える、大きな児童養護施設が野球の得意
な子どもを厳選し、優勝常連施設となっていた。子
供の家は、中学生が全員出場しても足りず、小学

年生までレギュラー選手になり、大会に参加しての
優勝は、本当に奇跡であった。
当時、子ども達の野球ユニホームは、古着の寄贈
品であり、様々なユニホームの寄せ集めに保育士が
白布にマジックで背番号を書き、縫い付けていた。
優勝報告の際、藤井は、その姿を見て、職員と子
ども達の前で、「優勝、おめでとうございます。次
の近畿児童養護施設野球大会に向けて頑張ってくだ
さい。大阪府の代表になった。一番になったのだか
ら、新品のユニホーム揃えて着ていきなさい。」と。
嬉しかった。筆者と子ども達は、とても感激し
た。
数日後、新品のユニホームが届けられて、子ども
達は、大喜びで近畿大会に出場したのである。結果
は、近畿大会
位で終ったのだが、その年以降、ブ
ロック優勝は、何回かできる様になり、児童養護施
設におけるグループワークの一環として野球活動
が、筆者の中で、定着するようになった。
ある時、藤井は、筆者に、「子どもと野球ばっか
りしていたら、あきません。社会福祉事業を志す者
は、社会福祉の勉強をしなさい。勉強する事に意味
がある。」と言われた。その場で「はい。」と簡単に
返事をしたが、後に、これが、とても大切な事であ
ると気づいた。
1996（平成）年、子供の家での地域交流セン
ター開設に伴う筆者の拙文が、全国児童養護施設協
議会より松島賞を受賞したのである。結果として、
この拙文で子供の家が高く評価され、地域から信頼
を得たのである。
この「社会福祉事業を志す者は、社会福祉の勉強
をしなさい。」という藤井の言葉は、筆者だけに対
してではなく、「近代化研究」で、大阪府社会福祉
協議会などで活躍していた時代、藤井は多くの社会
福祉事業関係者に、常に語っていたそうである19)。
そして、それは、「フジイイズム」と言われている。
おわりに
社会福祉法人制度を大きく改革する法案が、本年
2016（平成28）年
月31日に成立し、公布された。
内容は、主に以下の改革を進めるものである。
・経営組織の在り方の見直し（ガバナンスの強化）
・事業運営の透明性の向上
・適正かつ公正な支出管理（財務規律の強化）
・地域における公益的な取組を実施する責務
・内部留保の明確化と福祉サービスへの再投下
・行政の関与の在り方 である。
そして、この法は、2015（平成27）年月に出さ
れた社会保障審議会福祉部会報告書の内容を反映し
たものである。その報告書における改革の視点とし
て、社会福祉法人は、①公益財団法人等と同等以上
の公益性・非営利性を確保する。②国民に対する説
明責任を果たす。③地域社会に貢献する。が挙げら
れている。
注目したい点は、③である。他の事業主体では対
応できない福祉ニーズを充足する事により地域社会
に貢献する事が社会福祉法人の使命であるとされて
いる。まさしく、慶徳寺を発祥とし、地域のニーズ
を充足する為に、農繁期託児所を開設し、その後、
様々な社会福祉施設を開設し、その時代の社会及び
地域の社会福祉ニーズに対応した社会福祉法人を運
営・経営を実践してきた藤井の事であると、筆者は
思い見た。
藤井没後、社会福祉法人慶徳会は、
代目理事長
として、元慶徳寺役員で、元大阪府立高校校長で
あった西田治が継承し、その後代目として、常務
理事であった大和治文が継承し、本年、創設から85
年目を迎えている。法人17施設を運営・経営し、
更なる地域福祉への貢献を目指している。
社会福祉法人慶徳会の理念は、「仏の誓いを信じ
お互いにいかされていることを 喜び感謝するとと
もに 時代に即応した福祉を希求する」とされてい
る20)。
理念とは、その法人、施設、施設利用児・者、法
人役員、職員に、当たり前の如く、自然に流れてい
藤井了貞と仏教社会福祉
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る「風」（かぜ）の事である。藤井が、流したこの
「風」を、絶やす事なく、継受して欲しいと願うば
かりである。
筆者は、今回、「フジイイズム」を継受する一人
として、藤井の功績と慶徳寺を発祥の地とした社会
福祉法人慶徳会の歴史、そしてその根底に流れる仏
教社会福祉との関連性について、長年温めていた事
をまとめ・整理した。
改めて、藤井の功績に敬意を表し、筆者自身の社
会福祉に対する姿勢を見つめ直していきたい。
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